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補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
市
街
地
再
開
発
事
業
に
お
い
て
事
業
収
入
が
支
出
を
上
回
っ
た
場
合
の
補
助
金
の
国
庫

へ
の
返
納
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

市
街
地
再
開
発
事
業
の
多
く
が
、
事
業
費
を
賄
う
為
の
保
留
床
処
分
金
だ
け
で
は
事
業
収
入
が
不
足
す
る
た
め
に
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
か
ら
の
補
助
金
を
収
入
に
加
え
る
こ
と
で
収
支
の
均
衡
を
得
て
事
業
計
画
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
数
年

の
建
築
費
は
、
諸
物
価
高
騰
の
影
響
で
三
～
四
割
増
加
し
て
い
る
と
の
統
計
で
あ
り
、
日
本
の
地
方
都
市
で
は
、
確
か
に
保
留

床
販
売
だ
け
で
は
事
業
費
が
賄
え
な
い
厳
し
い
採
算
の
事
業
が
多
い
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
タ
ワ
マ
ン
建
設
が
集
中
的
に
行
わ
れ
て
い
る
都
心
部
の
再
開
発
事
業
で
は
、
支
出
に
お
い
て
同
程
度
の
建

築
費
増
加
の
影
響
は
あ
る
も
の
の
、
都
心
に
立
地
す
る
タ
ワ
マ
ン
市
況
の
高
騰
は
、
桁
違
い
で
あ
り
、
実
際
の
分
譲
販
売
価
格

は
事
業
計
画
の
二
倍
な
い
し
三
倍
に
な
る
ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
い
る
。
住
居
費
の
高
騰
や
物
価
高
対
策
で
の
減
税
の
財
源
論
な

ど
で
国
民
的
な
関
心
の
高
ま
り
も
あ
り
、
住
民
自
身
に
よ
る
自
発
的
な
再
開
発
事
業
の
検
証
が
行
わ
れ
た
ケ
ー
ス
も
い
く
つ
か

報
告
を
受
け
て
い
る
。
豊
島
区
が
実
行
中
の
南
池
袋
二
丁
目
Ⅽ
地
区
再
開
発
事
業
で
は
、
事
業
計
画
上
の
保
留
床
収
入
が
九
百

四
十
二
億
円
、
補
助
金
が
三
百
三
十
七
億
円
の
合
計
事
業
収
入
が
千
二
百
七
十
九
億
円
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
現
在
の
分
譲
販

売
実
績
価
格
の
平
米
当
た
り
の
平
均
単
価
は
三
百
～
三
百
二
十
万
円
で
推
移
し
て
お
り
、
想
定
さ
れ
る
保
留
床
収
入
は
二
千
六



 

２ 

 

百
億
円
程
と
な
り
、
事
業
計
画
と
の
差
額
千
六
百
億
円
以
上
が
、
事
業
利
益
と
し
て
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

定
款
上
、
組
合
は
保
留
床
の
価
額
に
つ
い
て
、
分
譲
処
分
実
績
に
応
じ
て
事
業
計
画
と
の
差
額
を
開
発
事
業
者
（
南
池
袋
二

丁
目
当
該
事
業
で
は
、
住
友
不
動
産
、
野
村
不
動
産
、
都
市
再
生
機
構
の
三
社
）
と
の
間
で
、
竣
工
時
に
精
算
す
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
千
六
百
億
円
に
上
る
利
益
を
全
て
事
業
者
だ
け
で
山
分
け
す
る
こ
と
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
。 

 

事
業
者
が
自
社
の
利
益
を
嵩
上
げ
す
る
た
め
に
、
敢
え
て
事
業
計
画
の
保
留
床
処
分
金
を
低
く
設
定
す
る
こ
と
は
、
利
益
相

反
行
為
と
見
做
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
し
、
た
と
え
そ
の
よ
う
な
意
図
が
無
か
っ
た
と
し
て
も
、
当
該
再
開
発
事
業
か
ら
千
六
百

億
円
以
上
と
想
定
さ
れ
る
巨
額
な
事
業
利
益
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
ま
た
、
隠
し
よ
う
の
な
い
事
実
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事

業
の
完
工
時
に
行
わ
れ
る
べ
き
利
益
処
分
は
、
関
連
法
規
と
定
款
に
則
っ
て
公
正
か
つ
透
明
性
を
持
っ
て
行
わ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
事
業
者
の
巨
額
利
益
の
た
め
に
、
再
開
発
事
業
が
利
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ

し
、
ま
し
て
補
助
金
が
事
業
者
の
利
益
を
更
に
嵩
上
げ
し
て
い
る
な
ど
は
、
と
て
も
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。 

 

本
年
三
月
三
十
一
日
付
で
国
土
交
通
省
か
ら
全
国
自
治
体
に
通
達
さ
れ
た
事
務
連
絡
「
市
街
地
再
開
発
事
業
等
関
連
要
綱
の



 

３ 

 

一
部
改
正
に
つ
い
て
」
及
び
関
連
Ｑ
＆
Ａ
（
以
降
「
関
連
要
綱
改
正
」
と
い
う
）
は
、
都
心
部
の
住
民
が
大
き
な
懸
念
を
も
っ

て
見
て
い
る
市
街
地
再
開
発
事
業
に
、
公
益
の
た
め
の
事
業
と
い
う
本
来
の
法
の
趣
旨
を
取
り
戻
す
た
め
の
重
要
か
つ
具
体
的

な
指
針
に
な
り
得
る
と
、
総
じ
て
評
価
が
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
問
題
は
、
今
回
の
「
関
連
要
綱
改
正
」
を
地

方
自
治
体
及
び
開
発
事
業
者
に
ど
こ
ま
で
周
知
さ
せ
、
ま
た
、
実
行
面
で
徹
底
を
さ
せ
ら
れ
る
か
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
補
助
事
業
に
お
い
て
事
業
計
画
を
超
え
る
利
益
が
生
じ
た
場
合
の
補
助
金
の
国
庫
へ
の
返
納
と
、
利
益
処
分
に
つ

い
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

補
助
金
の
国
庫
へ
の
返
納
に
つ
い
て 

 

１ 

「
関
連
要
綱
改
正
」
第
四

一
項
に
お
い
て
、
「
既
に
要
綱
に
定
め
の
あ
る
と
お
り
、
事
業
費
の
削
減
、
保
留
床
処
分

価
格
の
増
加
等
に
よ
り
、
事
業
収
入
が
支
出
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
そ
の
差
額
に
相
当
す
る
国
費
を
返
還
す
る
こ
と
に
な

る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
既
に
定
め
の
あ
る
要
綱
と
は
、
令
和
六
年
三
月
二
十
九
日
付
け
国
官
会
第
二
七
○
○
一
号

「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
の
実
績
報
告
書
、
残
存
物
件
等
の
取
扱
い
、
額
の
確
定
及
び
財
産
処
分
承
認
基
準
等

要
領
」
を
指
す
も
の
と
解
し
て
良
い
か
。
別
の
要
綱
を
指
す
場
合
は
教
示
願
う
。 



 

４ 

 

 
２ 

右
記
一
項
記
載
の
要
綱
第
四
章
及
び
第
五
章
の
規
定
に
基
づ
け
ば
、
「
都
心
共
同
住
宅 

供
給
事
業
」
で
あ
る
限
り
、
事

業
収
入
が
市
況
変
動
等
で
増
加
し
た
場
合
、
財
産
処
分
の
実
績
報
告
と
補
助
金
の
返
納
を
要
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
間
違

い
な
い
か
。 

 

３ 

現
在
工
事
中
の
南
池
袋
二
丁
目
Ⅽ
地
区
再
開
発
事
業
の
実
績
報
告
及
び
補
助
金
の
返
納
手
続
は
竣
工
時
に
な
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
理
解
し
て
い
る
が
、
過
去
に
竣
工
し
た
市
街
地
再
開
発
事
業
に
お
い
て
、
関
連
要
綱
に
基
づ
く
実
績
報
告
及
び

補
助
金
の
返
納
が
行
わ
れ
た
事
業
が
ど
の
程
度
あ
っ
た
の
か
、
実
績
を
知
り
た
い
。 

 

４ 

現
実
に
比
し
て
実
績
が
伴
っ
て
い
な
い
場
合
、
ど
こ
に
原
因
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
か
を
教
示
願
い
た
い
。
ま

た
、
過
去
に
遡
っ
て
当
該
要
綱
に
基
づ
き
処
理
を
行
う
場
合
、
何
年
間
遡
る
こ
と
が
可
能
か
を
知
り
た
い
。 

二 

補
助
事
業
に
よ
り
生
じ
た
利
益
処
分
に
つ
い
て 

 

１ 

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
交
付
対
象
と
な
る
補
助
事
業
に
お
い
て
事
業
計
画
を
超
え
る
利
益
が
生
じ
た
場
合
、
実

績
報
告
と
共
に
利
益
処
分
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
の
承
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
認
識
を
示
さ
れ
た

い
。 

 

２ 

ま
た
、
再
開
発
組
合
の
定
款
に
、
参
加
組
合
員
が
取
得
し
た
保
留
床
の
価
額
を
、
工
事
完
了
時
に
す
み
や
か
に
確
定
し



 

５ 

 

参
加
組
合
員
に
通
知
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
価
額
と
定
款
に
定
め
ら
れ
た
計
画
時
の
参
加
組
合
員
負
担
金
の
額
と
に

差
額
が
あ
る
と
き
は
、
組
合
は
そ
の
差
額
に
相
当
す
る
金
額
を
、
参
加
組
合
員
と
の
間
で
精
算
（
徴
収
又
は
交
付
）
す
る

こ
と
と
の
定
め
が
あ
る
場
合
、
定
款
に
基
づ
き
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
利
益
処
分
に
つ
い
て
も
、
国
土
交
通
大
臣
の
承

認
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


